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マスクを着用した競技前の
ミーティング（第3回大会）

大会の成績発表を待つ
参加者の皆さん

福
島

◆
福
島
支
部

度
こ
そ
は
コ
ロ
ナ
を
収
束
さ
せ
、
サ
ー
ク
ル
活
動
を

含
め
会
員
の
交
流
を
深
め
る
事
が
出
来
る
年
と
、
期

待
し
た
い
も
の
で
す
。

●．′

◎
支
部
近
況

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響

で
、
4
月
か
ら
7
月
に
各
地
区
で
開
催
す
る
「
定
期

総
会
」
は
書
面
会
議
と
な
り
、
懇
親
会
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

更
に
、
O
B
・
O
G
交
流
会
は
、
元
年
の
台
風
1
9

号
に
よ
る
中
止
に
続
き
、
2
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
に
よ
る
中
止
と
、
会
員
の
交
流
機
会

が
無
く
な
り
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

各
地
区
の
サ
ー
ク
ル
活
動
も
、
屋
外
で
行
う
「
ゴ

ル
フ
」
「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
」
「
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」
や
「
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
」
及
び
「
園
芸
」
は
、
感
染
防
止
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
、
6
月
以
降
に
は
例
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
が
、
参
加
者
は
少
な
い
よ
う
で
す
。

一
方
、
室
内
で
行
う
「
囲
碁
」
　
「
麻
雀
」
　
「
カ
ラ
オ

ケ
」
等
は
、
活
動
を
自
粛
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
一

部
の
サ
ー
ク
ル
で
は
、
1
0
月
か
ら
「
3
密
」
を
避
け

る
工
夫
を
し
、
例
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

例
年
で
は
、
忘
年
会
や
新
年
会
で
会
員
の
交
流
を

図
る
季
節
で
す
が
、
今
年
度
は
無
理
と
諦
め
、
来
年

◆
福
島
地
区
電
友
会

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

㈲
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

3
月
か
ら
5
月
ま
で
に
予
定
し
て
い
た
総
て
の
行

事
（
3
月
例
月
大
会
、
役
員
会
、
定
期
総
会
、
4
月

例
月
大
会
、
5
月
例
月
大
会
）
　
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
休
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
う
ち
、
役
員
会
・
定
期
総
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ

達
市
保
原
町
に
「
伊
達
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
（
3
6
ホ
ー

ル
）
」
　
が
新
規
に
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
大
会
開
催
時
の
コ
ー
ス
の
選
択
肢
が
増
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
サ
ー
ク
ル
主
催
の
例
月
大
会

昨
年
の
大
会
は
6
月
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
が
、
真
夏
の
8
月
及
び
酷
寒
期
の
1
～
2
月
を

除
き
毎
月
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

な
お
開
催
場
所
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

感
染
防
止
の
た
め
、
マ
イ
カ
ー
の
乗
り
合
わ
せ
が
不

要
で
現
地
集
合
が
容
易
な
「
福
島
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
」
を
メ
イ
ン
会
場
に
変
更
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
の
大
会
は
、
6
月
～
1
0
月
ま
で
4
回
開
催
、

書
面
に
よ
る
議
案
審
議

を
実
施
し
、
毎
月
1
回

の
例
月
大
会
は
、
マ
ス

ク
持
参
で
よ
う
や
く
6

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
年
開
催
し

て
い
た
相
馬
・
南
相
馬
・
福
島
地
区
の
　
「
3
地
区
交

流
会
　
（
相
馬
地
区
幹
事
）
」
も
同
様
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
明
る
い
材
料
と
し
て
は
、
昨

年
1
0
月
、
福
島
市
内
か
ら
車
で
約
3
0
分
で
行
け
る
伊
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そ
れ
ぞ
れ
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
思
い
思
い
の

プ
レ
ー
を
存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。

成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
第
1
回
大
会
（
6
月
日
日
）

優
勝
　
大
久
保
清
三
　
　
準
優
勝
　
森
口
　
善
一

・
第
2
回
大
会

優
勝
　
森
口

・
第
3
回
大
会

優
勝
　
伊
藤

・
第
4
回
大
会

優
勝
　
伊
藤

（
7
月
2
日
）

善
一
　
準
優
勝
　
伊
藤
　
邦
子

（
9
月
3
日
）

邦
子
　
　
準
優
勝
　
伊
藤
　
照
仁

（
1
0
月
1
日
）

照
仁
　
　
準
優
勝
　
三
浦
　
慎
也

・
第
2
2
7
回
大
会
　
令
和
2
年
8
月
7
日

猫
魔
ホ
テ
ル
猪
苗
代
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
　
ハ
ン
デ
戦

優
勝
　
本
田
　
幸
一
　
準
優
勝
　
阿
部
　
孝
一

・
第
2
2
8
回
大
会
　
令
和
2
年
9
月
日
日

パ
ー
シ
モ
ン
C
・
C
 
W
ペ
リ
ア
戟

優
勝
　
尾
形
　
省
治
　
　
準
優
勝
　
堀
内
　
良
巳

㈱
し
の
ぶ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

昨
年
3
月
2
5
日
に
第
2
2
2
回
を
パ
ー
シ
モ
ン

C
・
C
に
て
実
施
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
為
、
4
・
5
・
6
月
の
3
ケ
月
間
活
動
を
自
粛

致
し
ま
し
た
。
7
月
以
降
は
、
緊
急
事
態
宣
言
解
除

を
受
け
、
感
染
防
止
に
努
め
な
が
ら
久
し
ぶ
り
に
プ

レ
ー
を
楽
し
み
会
員
の
親
睦
を
深
め
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
の
活
動
に
関
し
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
防
止
に
努
め
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
行

き
た
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
し
の
ぶ
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
に
入
会
希
望
の
方
歓
迎
致
し
ま
す
。

各
大
会
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

・
第
2
2
6
回
大
会
　
令
和
2
年
7
月
1
7
日

猫
魔
ホ
テ
ル
猪
苗
代
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
　
ハ
ン
デ
戦

優
勝
　
佐
々
木
　
充
　
　
準
優
勝
　
北
見
　
康
夫

・
例
会
活
動

6
月
2
0
日

7
月
2
5
日

9
月
1
9
日

1
0
月
1
7
日

日
月
2
1
日

1
2
月
1
9
日

1
月
1
6
日

2
月
2
0
日

3
月
1
9
日

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
　
7
名

デ
ー
タ
削
除
　
3
名

デ
ー
タ
整
理
　
7
名

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
対
策
　
4
名

外
部
装
置
取
付
等
　
5
名

ネ
ッ
ト
接
続
・
無
線
構
築
　
7
名

便
利
な
使
い
方
　
4
名

封
筒
印
刷
　
7
名

総
会
　
7
名

㈱
I
T
サ
ー
ク
ル
悠
々
ク
ラ
ブ

悠
々
ク
ラ
ブ
の
活
動
理
念
『
会
員
相
互
I
T
ス
キ

ル
の
知
識
を
出
し
合
い
、
ス
キ
ル
が
不
足
し
て
い
る

会
員
は
I
T
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、
生
か
し
、
社
会

貢
献
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
活
動
す
る
』
と
し
て

お
り
ま
す
。

4
月
・
5
月
コ
ロ
ナ
休
会

6
月
1
8
日
　
最
近
の
情
勢
　
4
名

7
月
1
6
日
　
オ
フ
ィ
ス
イ
ン
ス
ト
ー
ル
　
4
名

9
月
1
7
日
　
室
内
接
続
　
4
名

・
福
島
支
部
へ
の
支
援

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
実
施
。
ふ
く
し
ま
電
友
会
だ
よ
り
の
掲
載
。

・
P
C
教
室
の
開
催

期
間
中
2
5
回
延
べ
8
0
名
受
講
。
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ

ル
、
画
像
編
集
、
プ
リ
ン
タ
ー
の
初
期
設
定
、
メ
ー

ル等。
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

視
覚
障
害
者
支
援
組
織
「
に
じ
の
会
」
　
に
対
す
る

支
援
活
動
。
デ
ィ
ジ
ー
図
書
作
成
の
た
め
の
高
性
能

ス
キ
ャ
ナ
ー
を
活
用
し
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
化
及
び

デ
ィ
ジ
ー
化
。
前
期
後
期
合
わ
せ
却
冊
を
音
声
化
翻
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訳
。
主
な
も
の
、
「
自
力
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
中
性

脂
肪
を
さ
げ
る
」
「
も
し
も
魔
法
が
使
え
た
ら
　
戦

争
孤
児
‖
人
の
記
憶
」
　
「
ド
ラ
ゴ
ン
の
塔
」
等
。
因

み
に
2
0
1
9
年
度
の
福
島
に
じ
の
会
翻
訳
図
書
に

対
す
る
閲
覧
数
は
延
べ
1
6
8
1
回
で
し
た
。
期
間

中
の
勉
強
会
は
延
べ
6
回
開
催
。

2
つ
目
の
支
援
活
動
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
　
（
視
覚

障
害
者
の
案
内
や
周
辺
情
況
・
史
跡
・
建
物
等
の
説

明
）
　
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
延
び
延
び
と
な
り
、

第
1
回
を
昨
年
6
月
に
行
い
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
、

旧
日
銀
福
島
支
店
長
官
舎
を
起
点
に
阿
武
隈
川
・
荒

川
・
大
森
川
河
畔
の
散
策
で
す
。

参
加
者
の
期
待
が
大
き
い
活
動
で
す
が
、
天
候
が

要
で
す
。
7
月
は
四
季
の
里
。
1
0
月
は
文
知
摺
観
音
、

1
1
月
は
信
夫
山
。

㈲
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
打
ち
勝
ち

活
動
再
開
を
！

昨
年
の
3
月
以
降
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
恐
れ
が
あ
る
為
、
残
念
な
が
ら
例
会
開
催
な
ど

の
活
動
を
自
粛
し
て
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
も
和
ら
ぎ
、

昨
今
の
イ
ベ
ン
ト
人
数
制
限
が
緩
和
傾
向
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
我
が
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
も
感
染
予
防
対

策
を
実
施
し
て
い
る
お
店
を
厳
選
し
、
昨
年
1
0
月
例

会
か
ら
、
活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。

㈱
そ
ば
を
楽
し
む
会

前
回
号
掲
載
以
降
の
活
動
状
況
は
次
の
通
り
。

・
6
月
　
コ
ロ
ナ
感
染
が
増
加
し
た
為
休
会
。

・
7
月
　
2
2
日
と
2
9
日
に
開
催
、
計
2
1
名
参
加
。

・
7
月
は
、
感
染
防
止
の
為
分
散
開
催
と
し
た
。

そ
の
際
に
、
次
の
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

①
非
接
触
型
温
度
計
購
入
②
手
指
消
毒
用
ア
ル

コ
ー
ル
購
入
③
体
調
チ
ェ
ッ
ク
問
診
票
を
作
成
し
て

全
員
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
ば
を
食
べ
る
ま
で
は
マ
ス
ク
着
用
、
窓

を
開
け
て
換
気
、
間
隔
を
空
け
、
非
対
面
の
座
席
配

置
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
幸
い
に
も
現
在
の
と
こ

ろ
、
そ
ば
を
楽
し
む
会
の
会
員
の
感
染
者
は
い
ま
せ

ん
。
8
～
1
0
月
は
、
全
国
的
に
感
染
が
拡
大
傾
向
の

為
、
休
会
。

㈱
麻
雀
サ
ー
ク
ル

前
回
号
掲
載
以
降
の
活
動
状
況
は
次
の
通
り
。

・
4
月
　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
た
め
総
会
及
び
例
会

に
つ
い
て
、
例
会
は
中
止
し
総
会
は
6
月
の
例
会
時

に
実
施
す
る
旨
決
定
。

・
6
月
　
コ
ロ
ナ
感
染
の
危
機
治
ま
ら
ず
6
月
の
予

定
は
更
に
繰
延
。

・
8
月
　
役
員
会
を
開
催
し
今
後
の
予
定
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
そ
の
結
果
、
麻
雀
大
会
そ
の
も
の
が
コ
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R2．6．12大作山

幕滝のマイナスイオンをたっぷり浴びて…

ロ
ナ
感
染
の
元
と
想
定
さ
れ
る
3
密
を
払
拭
出
来
な

い
こ
と
か
ら
、
当
面
は
開
催
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

こ
の
こ
と
を
会
員
に
周
知
。

麻
雀
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
つ
く
り
や
脳
の
活

性
化
に
大
い
に
プ
ラ
ス
に
な
る
ゲ
ー
ム
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
早
く
元
の
状
態
に
戻
っ
て
ま
た
ゲ
ー
ム
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
日
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

仰
ボ
ウ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
緊
急
事

態
宣
言
の
発
令
に
伴
い
、
4
月
の
開
催
は
中
止
し
、

そ
の
後
5
月
以
降
か
ら
は
休
会
し
て
い
ま
す
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
は
自
前
の
マ
イ
ボ
ー
ル
、
マ
イ

シ
ュ
ー
ズ
持
参
し
て
プ
レ
ー
す
る
方
は
、
3
密
の
対

策
を
図
れ
ば
楽
し
く
ゲ
ー
ム
で
き
ま
す
が
、
借
用
し

て
ゲ
ー
ム
を
す
る
人
た
ち
は
他
人
が
使
っ
た
ボ
ー
ル
、

シ
ュ
ー
ズ
を
利
用
す
る
事
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
推
移

と
、
安
全
面
の
確
保
が
は
か
ら
れ
る
か
の
経
緯
を
見

て
い
ま
す
。
　
皆
で
ゲ
ー
ム
が
出
来
る
日
を
、
今
か

今
か
、
と
待
っ
て
い
ま
す
。

「
コ
ロ
ナ
が
憎
い
ぜ
！
」

・
し
の
ぶ
里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
倶
楽
部

昨
年
4
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
の
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
か
ら
総
会
、
4
月
例
会
、

5
月
例
会
が
中
止
に
な
っ
て
い
た
が
、
5
月
1
4
日
福

島
県
は
宣
言
解
除
地
域
に
な
っ
た
た
め
、
役
員
で
話

し
合
い
、
感
染
防
止
対
策
を
取
り
な
が
ら
例
会
を
再

開
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

・
6
月
1
2
日
大
作
山
5
6
8
m
目
名
参
加
。
ス
テ
イ

ホ
ー
ム
か
ら
久
々
解
放
さ
れ
て
爽
や
か
な
晴
天
の
中

マ
ス
ク
を
着
け
て
の
、
ま
ず
は
足
慣
ら
し
の
登
山
。

目
的
の
ヒ
メ
サ
ユ
リ
は
、
開
花
時
期
が
終
わ
っ
て
い

て
咲
い
て
い
た
の
は
1
輪
だ
け
。
下
山
後
飯
坂
温
泉
伊

れ
た
。
雲
海
に
蔵
王
山

や
西
吾
妻
山
、
磐
梯
山

を
望
む
大
パ
ノ
ラ
マ
も

素
晴
ら
し
い
。
鎌
沼
周

辺
で
は
、
コ
バ
イ
ケ
イ

ソ
ウ
、
ワ
タ
ス
ゲ
、
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
、
イ
ワ
カ
ガ
ミ

勢
屋
旅
館
で
入
浴
。
N

T
T
保
養
所
の
「
渓
泉

荘
」
を
伊
勢
屋
が
管
理

し
、
源
泉
か
け
流
し
の

お
風
呂
が
健
在
な
の
を

知
り
、
懐
か
し
ん
で
入

浴
し
て
き
ま
し
た
。
　
　
　
．
旨

等
の
高
山
植
物
を
観
賞
し
た
。

・
8
月
2
1
日
幕
滝
1
3
0
0
m
1
8
名
参
加
。
連
日
の

記
録
的
な
猛
暑
か
ら
涼
を
求
め
て
7
年
ぶ
り
の
幕
滝

で
し
た
。
滝
の
落
差
3
0
m
か
ら
流
れ
落
ち
る
水
し
ぶ

き
の
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
で
元
気
を
貰
い
、
荒
川
の
渓

谷
か
ら
木
立
の
中
を
摺
り
抜
け
る
涼
し
い
風
に
ゆ
っ

た
り
し
た
時
を
過
ご
し
た
。

◆
電
友
会
吾
妻
会

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
7
月
1
7
日
一
切
経
山
1
9
4
9
m
8
名
参
加
。
梅

雨
の
長
雨
が
続
き
、
当
日
も
吾
妻
山
は
雲
に
隠
れ
、

霧
雨
が
降
っ
て
い
た
が
、
浄
土
平
は
青
空
で
迎
え
て

く
れ
た
。
や
っ
ぱ
り
晴
れ
男
の
ジ
ン
ス
ク
は
凄
い
！

浄
土
平
か
ら
酸
ケ
平
避
難
小
屋
経
由
で
一
切
経
山
へ

登
頂
。
頂
上
は
風
が
無
く
眼
下
に
魔
女
の
瞳
　
（
五
色

沼
）
　
が
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
美
し
い
姿
を
見
せ
て
く

・
9
月
3
0
日
～
1
0
月
1
日
栗
駒
山
1
6
2
6
m
1
2
名

参
加
。
年
に
1
度
の
1
泊
山
行
き
で
2
年
ぶ
り
2
度

目
。
須
川
温
泉
か
ら
寮
の
碩
～
名
残
ケ
原
～
苔
花
台
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R2．9．30栗駒山

無事登頂のメンバー

ひまわり畑　青空の元、立派に咲いたひまわり達。

グラウンドゴルフクラブも久々の再開。
久し振りに楽しみました。

～
三
途
の
川
～
産
沢
～
山
頂
へ
の
コ
ー
ス
。
素
晴
ら

し
い
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
順
調
に
登
り
続
け
た
が
、

初
め
て
の
コ
ー
ス
の
た
め
ペ
ー
ス
が
上
手
く
掴
め
ず

数
名
が
体
調
を
崩
し
、
登
頂
を
断
念
す
る
ア
ク
シ
デ

ン
ト
が
起
き
て
し
ま
い
、
全
員
で
の
登
頂
が
叶
わ
な

か
っ
た
の
が
悔
や
ま
れ
る
。
山
頂
は
宮
城
県
と
岩
手

県
の
県
境
に
な
っ
て
い
て
、
鳥
海
山
の
全
景
を
始
め

宮
城
・
岩
手
・
秋
田
県
に
跨
る
名
峰
の
数
々
を
望
む

こ
と
が
出
来
た
。
眼
下
に
は
色
鮮
や
か
な
紅
葉
の
絨

毯
が
広
が
り
感
動
的
な
景
色
で
し
た
。
夜
は
念
願
の

栗
駒
山
荘
で
温
泉
に
浸
か
り
な
が
ら
僅
々
と
輝
く
満

月
を
眺
め
、
登
山
の
疲
れ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

自
粛
の
疲
れ
を
癒
し
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
大
自
然

を
満
喫
出
来
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
最
高
で
す
！
今
後
も

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
を
見
据
え
な
が
ら
活
動
を
判

断
し
て
い
き
ま
す
。

活
動
の
詳
細
は
電
友
会
福
島
支
部
の
H
P
「
し
の

ぶ
里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
山
行
紀
行
」
　
に
そ
の
都
度

写
真
入
り
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
電
電
原
町
退
職
者
の
会

◎
組
織
活
動
報
告

1
、
書
面
に
よ
る
総
会

総
会
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
関
係
か
ら
集
合
方
式
の

対
応
で
は
な
く
書
面
に
よ
る
方
法
で
実
施
し
ま
し
た
。

会
員
全
員
に
総
会
議
案
書
を
送
付
し
、
議
案
に
つ
い

ン
ド
ゴ
ル
フ
の
実
施
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

と
共
催
で
実
施
し
ま
し
た
。
更
に
ひ
ま
わ
り
植
栽
事

業
を
種
ま
き
、
植
栽
、
除
草
、
防
鳥
ネ
ッ
ト
、
収
穫

な
ど
の
作
業
を
延
べ
会
員
約
5
0
人
の
参
加
を
得
て
実

施
、
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
約
1
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
収
穫
が
あ
り

ま
し
た
。

2
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
活
動
報
告

1
0
月
2
0
日
に
、
仲
町
水
無
し
川
河
川
敷
公
園
で
新

組
織
、
N
T
T
退
職
者
会
と
共
催
で
実
施
、
3
0
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
交
流
会
は
コ
ロ
ナ
感
染
に
対

応
し
な
が
ら
、
晴
天
の
も
と
久
し
ぶ
り
の
再
開
で
楽

し
く
交
流
を
深
め
あ
い
ま
し
た
。

て
賛
否
を
問
う
た
結
果
、

活
動
方
針
案
、
予
算
案

と
も
配
付
枚
数
5
2
、
賛

成
5
2
、
反
対
0
で
可
決

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
感

染
の
関
係
も
あ
り
集
合

方
式
の
行
事
は
中
止
か

ら
延
期
、
外
で
密
に
な

ら
な
い
方
式
で
グ
ラ
ウ
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◆
電
電
相
馬
ク
ラ
ブ

◎
定
例
総
会
開
催

第
2
7
回
定
例
総
会
は
例
年
で
あ
れ
ば
7
月
初
め
に

実
施
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
「
書
面
会
議
」
と
い

た
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
経
過
報
告
、
会
計
報
告
及
び
会
計
監

査
報
告
、
令
和
2
年
度
事
業
計
画
（
案
）
　
及
び
予
算

（
案
）
　
に
つ
い
て
議
案
書
を
郵
送
し
、
提
案
し
ま
し
た
。

な
お
、
承
認
・
否
に
つ
い
て
は
、
ハ
ガ
キ
で
行
い

結
果
は
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

N
T
T
事
業
協
力
と
し
て
不
良
設
備
（
引
き
込
み

線
の
垂
れ
下
が
り
な
ど
）
　
の
情
報
提
供
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
の
で
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎
無
人
交
換
所
除
草
作
業

N
T
T
事
業
へ
の
協
力
の
一
環
と
し
て
無
人
交
換

所
除
草
作
業
を
有
志
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
回
も

磯
部
、
山
上
交
換
所
を
安
全
第
一
で
作
業
を
進
め
予

定
ど
お
り
完
了
し
ま
し
た
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

㈲
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

・
第
7
2
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

令
和
2
年
9
月
2
日
光
陽
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
実

施
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止

の
た
め
、
何
も
か
も
自
粛
の
な
か
久
し
ぶ
り
に
、
仲

間
と
会
い
交
流
す
る
こ
と
も
必
要
あ
り
と
　
「
3
密
」

を
守
り
開
催
し
ま
し
た
。
7
名
の
参
加
で
し
た
が
、

久
し
ぶ
り
の
交
流
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
優
勝
者

は
鈴
木
栄
さ
ん
で
し
た
。

健
康
維
持
の
た
め
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
練
習
を
毎
週

水
曜
日
9
時
3
0
分
か
ら
主
に
　
「
光
陽
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
」
　
で
行
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
参
加
さ
れ
ま
す
よ

う
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

毎
年
1
0
月
末
に
は
南
相
馬
、
福
島
、
相
馬
の
交
流

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
相
馬
で
行
う
計
画
を
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

た
め
、
中
止
と
し
ま
し
た
。
残
念
で
す
。

㈱
南
相
馬
と
の
交
流
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

令
和
2
年
1
0
月
2
0
日
南
相
馬
・
相
馬
交
流
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
南
相
馬
市
で
開
催
さ
れ
、
相
馬
か

ら
も
参
加
し
、
交
流
・
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

員
と
し
て
、
白
河
小
峰
城
、
南
湖
公
園
、
白
河
関
跡

の
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
為
、
会
員
を
少
人
数
に
分
け
た
研
修
を
行
い

昨
年
9
月
か
ら
順
次
観
光
案
内
を
し
て
お
り
ま
す
。

今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
客
が
少
な
く
、
案
内
等
希
望

者
が
な
い
こ
と
か
ら
、
只
今
自
学
自
習
に
努
め
、
来

る
べ
き
時
期
到
来
を
待
っ
て
い
ま
す
。

㈱
南
峰
会

南
峰
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
で
お
茶
会
・
お
花
・

小
グ
ル
ー
プ
旅
行
・
ラ
ン
チ
会
・
演
劇
観
賞
等
未
実

施
で
す
。
今
年
春
に
は
騒
ぎ
が
収
ま
る
事
を
願
い
、

仲
間
と
の
再
会
の
為
の
秘
策
を
練
っ
て
い
ま
す
。

㈱
P
C
ク
ラ
ブ

P
C
ク
ラ
ブ
で
は
、
研
修
会
活
動
に
つ
い
て
の
方

法
等
検
討
中
で
す
が
、
令
和
3
年
新
年
会
報
の
発
行

に
向
け
会
員
の
新
生
活
様
式
の
変
化
に
つ
い
て
、
地

道
な
取
材
に
心
が
け
、
新
年
会
報
の
作
成
を
し
て
い

◆
白
河
地
区
電
友
会

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

㈲
ふ
る
さ
と
ク
ラ
ブ

ふ
る
さ
と
ク
ラ
ブ
で
は
、
白
河
市
の
観
光
名
所
を

案
内
し
て
い
る
　
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ
ド
白
河
」
　
の
会

ま
す
。
㈲
花
の
絆

白
河
地
区
電
友
会
で

は
、
心
豊
か
な
老
後
の

仲
間
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
、
平
成
3
0
年
よ
り
、

会
員
間
を
　
「
花
で
つ
な

ぐ
絆
活
動
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
会
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いわき秋季コンペ

「年金友の会」大会

貞
全
員
に
花
の
寄
せ
植
え
や
ひ
ま
わ
り
の
種
を
提
供

し
、
ひ
ま
わ
り
は
種
を
回
収
し
て
お
り
ま
す
。
本
年

度
は
会
員
の
輪
を
広
げ
る
た
め
、
水
や
り
等
日
常
管

理
の
分
散
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
、
ま
た
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
退
散
に
む
け
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

2
年
連
続
で
中
止
に
な
っ
た
こ
と
は
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。
来
年
度
こ
そ
は
コ
ロ
ナ
を
終
焉
さ
せ
、
O
B
・

O
G
交
流
会
を
開
催
で
き
る
年
と
し
た
い
も
の
で
す
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
月
2

回
の
定
例
会
を
昨
年
7
月
ま
で
自
粛
し
て
お
り
ま
し

が
、
8
月
か
ら
活
動
を
開
始
し
、
9
月
末
に
秋
季
コ

ン
ペ
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
染
症
を

心
配
す
る
会
員
が
多
数
お
り
、
例
年
の
半
数
程
度
の

参
加
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
久
々
の
コ
ン

ペ
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り

優
勝
　
加
藤
　
勝
彦
　
　
準
優
勝
　
金
成
武
　
男

・
年
金
友
の
会
平
地
区
大
会
に
参
戦

9
月
1
8
日
平
市
民
運
動
場
で
開
催
さ
れ
た
G
G
大

会
に
当
サ
ー
ク
ル
か
ら
代
表
者
4
名
が
参
加
し
、
西

尾
秀
子
さ
ん
が
女
性
の
部
で
準
優
勝
の
栄
冠
に
輝
き

ま
し
た
。
例
年
本
大
会
で
は
男
女
と
も
に
入
賞
者
が

で
て
お
り
、
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

◆
い
わ
き
電
友
会

◎
O
B
・
O
G
交
流
会
の
中
止

元
年
の
台
風
1
9
号
の
甚
大
な
被
害
に
よ
る
中
止
に

続
き
、
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
影
響
で
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
当
会

員
を
含
め
た
3
者
最
大
級
の
記
念
す
べ
き
集
い
が
、

◆
会
津
電
友
会

◎
役
員
会
開
催
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書
面
会
議
に
よ
る
定
期
総
会
が
会
員
全
員
の
賛
成

で
議
決
し
た
こ
と
を
確
認
し
、
最
初
の
役
員
会
を
2

年
7
月
3
1
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
の
活
動
計
画

で
毎
年
秋
に
予
定
し
て
い
た
芋
煮
会
は
、
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
で
中
止
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
2
3
年
間
、
長

期
に
わ
た
り
会
計
を
し
て
い
た
だ
い
た
石
田
桂
子
さ

ん
が
今
回
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
何
も
で

き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
役
員
会
で
会
食
し
な
が
ら
労
を

ね
ぎ
ら
い
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
幹

事
と
し
て
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
新
事
務

局
長
及
び
会
計
を
兼
務
さ
れ
る
の
は
、
兼
子
修
一
さ

ん
に
な
り
ま
し
た
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。


